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●開場は各日上映時間の30 分前です。
●申し込みは不要ですので、上映当日に会場までお越しください。
●音の聞こえづらい方をサポートする磁気ループシステムを導入しています。Tモードつき補聴器をお持ちでない方には、専用受信機を貸し出します。

  9日（日）14:00～　『明日を夢見て』
11日（火）19:00～　『ミルコの光』
22日（土）14:00～　『8 1/2』
27日（木）19:00～　『照明熊谷学校』

　今月の本の上の映画館は、4 つの異なる国での
様々な人間模様を取り上げます。まず『小さな村の
小さなダンサー』は、渡米、亡命を経て世界的な
名ダンサーとして活躍したリー・ツンシンの自伝の映
画化です。家族と離れ、ダンサーへの道を進む主人
公の人生の背景にあるのは、文化大革命です。国
政に運命を左右された少年はとても印象的です。
　次の『アナとオットー』はスペインで製作された映
画ですが、そのイメージと違って、全編青を基調とし
た落ち着いた映像がとても美しい作品です。幼いころ
に魅かれあいながら、離れ離れになったアナとオッ
トー。原題は『北極圏の恋人たち』。静かなラストシー
ンまで見逃せません。
　『銀河』は以前この上映会でも特集をした、ルイス・
ブニュエルの作品です。二人の放浪者、ピエールと
ジャンの旅を通じて、キリストにまつわる様々なエピ
ソードを描いています。場所や時空を越えて進む二
人の旅はまさに奇想天外。ちなみに「銀河」とは、
スペインの聖地サンチャゴ・デ・コンポステーラに向かっ
て中世の巡礼者たちが通った道のことだそうです。
　最後の『黒いオルフェ』はリメイクもされ、ブラジル・
リオを舞台にした音楽の溢れる映画です。リオのカー
ニバルを背景に、ギリシャ神話のオルフェとユリディ
スの物語の現代化を試みたものです。出演者はほと
んど一般市民から選ばれたそうで、街やカーニバル
の様子はその熱気が伝わってくるほどにリアルです。
　色々な国が描かれた映画ですが、どこかに共感で
きたり、理解できたりするものです。今月も本の上の
映画館でお楽しみください。

それぞれの場所で特集

会場：プレゼンテーションスタジオ　定員：80 名　入場：無料　
主催：川口市立中央図書館　運営：NPO Community Design Council

それぞれの場所で

12月の上映予定

11月10日（土）14:00～ （上映時間117分）
『小さな村の小さなダンサー』
1961 年、中国、山東省の貧しい村に7人兄弟の6 番目に生まれた
リー。11歳の時、毛沢東の文化政策による英才教育のひとつとして、
全国の少年少女から選ばれ、大好きな家族と別れて初めての都会、北
京へと移る。実在のダンサー。リー・ツンシンの半生の映画化。  
監督：ブルース・べレスフォード／出演：ツァオ・チーほか／2009年／
オーストラリア／ DVD／字幕

11月15日（木）19:00～  （上映時間104分）
『アナとオットー』
二人はまるで雷鳴のように一瞬の、そして運命的な出逢いを果たした。
サッカーボールを追いかけていたオットーと、父の死を聞いたばかりの
アナ。隣り合った敷地に建つ、男女別学の小学校に通うふたりは、オッ
トーが飛ばした紙飛行機によって知り合い、結ばれ合う…。 
監督：フリオ・メデム／出演：ナイワ・ニムリほか／1998年 ／スペ
イン／DVD／字幕

11月 25日（日）14:00～ （上映時間97分）  
『銀河』
パリからスペインの聖地サンチャゴまで巡礼の旅に出た初老のピエール
と若きジャン。いかにも胡散臭いふたりのまわりに、さらに輪をかけて
胡散臭い人物が彼らの行く手に現れる。鬼才の名をほしいままにした
ブニュエルが現在の巡礼者の姿を通して描き出した混沌。 
監督：ルイス・ブニュエル／出演：ロラン・テルジェフほか／1968 年
／フランス＝イタリア／DVD／字幕　　　

11月 28日（水）19:00～ （上映時間103分）  
『黒いオルフェ』
リオ名物、年に一度のカーニヴァルは強烈なリズム、ギラギラする鮮烈
な原色、思い思いの仮装を凝らした黒い肌が夜を徹して踊り狂うエク
スタシー。カーニヴァル見物にやってきた娘とギターがうまい市電の運
転手は、踊り明かすうちに恋に燃え上がる。
監督：マルセル・カミュ／出演：ブレノ・メロほか／1959 年／フランス
／DVD／字幕


